































































































し！詫まらなけりゃそれでいいから、いま直ぐ此処を出ていってくれ！ J > （六）と言わ
れ、く仕方がなしにナオミは机へ両手を衝いて、一一それでもまだ何処か人を馬鹿にした
ような風つきをしながら、不精ッたらしく、横ッちょを向いてお辞儀をす〉る（六）しぐ
さによっても、同じ印象を浮ける。
と同時にナオミはだんだん自分の体を意識し始め、ぞれを使って河合譲治w誘うしぐさ
が多くなる。そして、英語の勉強の場面ではく彼女は例のピロードの服だのガウンだのを
着て、脚の突先でスリッパをまヨもちゃにしながら椅子にもたれる始末ですから、いくら口
でやかましく云っても、結局『遊びJ と『勉強j とはごっちゃ担ってしまう〉（六）と、
河合譲治がその誘いに弱いと分かつて、何か欲しい時、又は彼に何かして欲しい時にそう
いうしぐさを使うようになる。例えば、ナオミは着物を買うのに、三十円が欲しいのでく
『トランプで取ってやろうかなJ > （七）といって、お金を賭けてトランプをする。そし
て、く勝負の時は大概ゆるやかなガウンのようなものを、 わざとぐずぐずにだらしなく
纏っていました。そして形勢が悪くなると淫りがわしく居ずまいを崩して、襟をはだけた
り、足を突き出したり、それでも駄目だと私の膝へもたれかかつて頬ッペたを撫でたり、
口の端を摘まんでぶるぶると撮ったり、ありとあらゆる誘惑を試み〉る（七）。ぞれに対
しての河合譲治の反応を見るとく頭の中が何だかもやもやと曇って来て、急に眼の前が暗
くなって、勝負のことなぞ何賀何やら分からなくなってしまう〉（七）ことになるのであ
る。そのように河合譲治は女としてのナオミの魅力の取りこになり、除々に彼女に翻弄さ
れ始める。
ナオミと河合譲治が結婚してからも、ナオミは奥さんらしいしぐさを一切見せないでく
脱いだものは脱ぎッ放し、食べたものは食ペッ放しと云う有様で、 食い荒した血小鉢だ
の、飲みかけの茶碗や湯呑みだの、垢じみた肌着や湯文字だのが、いつ行って見てもそこ
らに放り出しである〉（九）。好きなことをして遊んで、河合譲治の給料がほとんどなく
なるほどお金を使って新しい服を買ったり、あちこちのお店に平気で高い料理を頼んだり
する。すると、自分のお金の使い過ぎによって、 二人がせっかく習ったダンスに行くの
に、彼女が必要とする新しい着物を買うのが断られたら、く『じゃあ何のためにダンスを
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習ったのよ。一一いいわ、そんなら、もう明日から何処にも行かないから J そう云って彼
女は、その大きな眼に露を湛えて、恨めしそうに私を瞬んで、つんと黙ってしまう〉（九）
。結局、彼の田舎にいるお母さんにお金を送って貰うことで、新しい着物を買ってもいい
ということになってから、ナオミは気にしているような口ぶりでく『でもおかあさんに悪
くはない？〉（九）と聞くが、最初から彼女はそのつもりでいたことが彼にもうすうす読
める。そして、踊りに行く日になって、河合譲治が仕事から帰ってくると、ナオミはく珍
しくも私の服を出して来てくれ、挨を払ったり火要斗をかけたりしてくれ〉る（十）。と
いうようにナオミの女性っぽいずるさがはっきり出て来るが、河合譲治はそれを知りなが
らも、どうすることも出来なく、彼女の思い通りになってしまう。
そのような彼女のずるさや人間性が踊りの場面ではさらに現わになる。ここで登場する
三人の女性は、ダンスの先生のシユレムスカヤ夫人、春野締羅子と井上菊子は、皆ナオミ
との比べ者の脇役である。シュレムスカヤ夫人の皮膚のいろの異常な白さと、体の一種の
甘い匂が、河合譲治にく夫人の前に出ると全くナオミの春在を忘れ〉させる｛九）。春野
締羅子と井上菊子の方は、初めてダンスホールに行く場面に登場する。締羅子は帝劇の女
優で、物の言いよう、眼の使いよう、頚のひねりょう、手の挙げよう、総てがナオミより
ずっと洗煉されている。河合譲治がナオミと一緒に踊るのは大失敗になるが、 締羅子と
踊って見ると、く私の心は俄かに樺き響きと勇み立ち、私の足は自然と活漉なステップを
囲み、あたかもメリ一・ゴー・ラウンドヘ乗っているように、何処までもするすると、滑
かに廻って行＞く（十一）。シュレムスカヤ夫人の前でくナオミは真っ赤な顔をして何も
云わずにコソコソと握手を〉する（八）し、く椅羅子が席〈交ってから、ナオミはさっき
の散慢にも似ず、冷やかすどころか俄にしんと黙ってしま〉う（十）。つまりこの自分よ
り上品な二人の女性の前ではナオミは大人しくなってしまう。菊子の方は自分に似合わな
い西洋人ぽい格好をしているから、表面的にはナオミの方が勝っている。しかし、ナオミ
の菊子に対しての態度を見てみると、皆の前で菊子を強に例え、彼女の前でく『あたしの
家に猿が二匹飼ってあるのよ、だからまアちゃんが好きだったら、一匹分砂て上げようと
思うの。どう？まアちゃんは猿が好きじゃない？〉（十）と、強を話題にするように自分
より劣っている者に対しては、非常に冷酷である。それに対して、菊子は案外人の好い女
だと見えて、自分が噸弄されているとは気がつかない。その二人の対比があまりにも鮮明
であるので、ナオミの人格的な欠陥が現わになる。河合譲治もそれを気になって、踊りの
帰り道の電車の中で、くわざと反対の側に腰かけて、 自分の前に居るナオミと云うもの
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を、もう一度つくづく眺める〉｛十一）。ここでは一時的、冷静に彼女のことを見ようと
するが、又いつもの生活に戻れば彼女の魅力の取りこになってしまう。
又、彼女の男性関係から言っても、次のようなことが言える。 踊りに行く時によく会
う、あとでナオミの裏切りの相手だと分かる、彼女の若い男性の友達が大森の家にも遊び
に来るようになる。六月のある雨の降る夜に彼らは家に泊まり込むが、その場面でのナオ
ミの振る舞いは、く足の爪先で男の頭をグイグイ押〉したり（十に）、く立て膝をして両
腔を八の字に踏ん張っているナオミの足の、一方は浜田の鼻先に、一方は私の鼻先にある
のです。そして熊谷はと云うと、その八の字の間へ首を突っ込んでい〉る（十二）という
風に全然彼女を説練されているような女牲に見せないにもかかわらず、河合譲治がく『ナ
オミちゃん・・・ J と、私はみんなの静かな寝息をうかがいながら、口のうちでそう云っ
て、私の布団の下にある彼女の足を撫でてみ〉る（十二）、そしてく覚えず、その足の甲
へそうッと自分の唇をつけずにはいられ〉ない（十に）ようにナオミの態度を全く許して
いる。しかし、会社の送別会でナオミの男性関係に関してのよくない評判を聞かされてか
ら、初めて彼女に疑惑を抱く。彼女に会社でのことを話すと、ナオミはく『十五の歳から
育てて貰った恩を忘れたことはないJ とか『譲治さんを親とも思い夫とも思っていますJ
とか、極まり文句をいいながら、さめざめと涙を流したり、又その涙を私に拭かせたり、
矢継ぎ早に接吻の雨を降らせたりす〉る（十四）ように彼を安心させる。そして、その時
から河合譲治が会社から帰って来るとナオミはいつもく独りで大人しく留守番して、小説
を読むとか、編物をするとか、静かに蓄音機を聴いているとか、花壇に花を植えていると
かして＞（十四）、態度を変える。
しかし、そのなつ文鎌倉で休みを過ごして、裏切りが河合譲治に見つけられても、ナオ
ミはく下を向いて、黙って、唇を噛みながら、上限づかいに穴の聞くほど私の顔を瞬〉む
（十六）とか、く私の顔をチラと倫んで、すぐ側方を向〉く（十七）とか、くいやにつめ
たい顔つきをして寝た撮りをす〉る（十八）などから始まって、く『譲治さん、私がいく
ら冷淡だって、あなたは怒る権利はないわよ。あなたはあたしからとれるものだけ取って
いるんじゃありませんか。それでもあなたは満足しているじゃありませんかj ーーと云う
眼つきで〉（十八）河合譲治をみて、く『ふん、何と云うイヤな奴だろう。まるで此奴は
犬みたようにさもしい男だ。仕方がないから我慢してやっているんだけれどJ > （十八）
と云う表情を見せる。つまり、彼女は一時的にしおらしい態度を見せるが、本質的には変
わっていない。その後、彼女の男性遊びが終わっていないことを彼が知り、彼女を家から
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追い出してからも、河合譲治はく未だにじーッと瞳を据えて私の方を瞬んでいるように感
じられ〉（二十）、それだけでなく、く床に四つ追いになって、 今も彼女の体が背中へ
ぐッとのしかかつてでもいるかのように、部屋をグルグル廻ってみ〉る（二十）ごとさえ
するほど、彼女に未練があることが分かる。
又、ナオミが家を出てからも、 時々荷物を取りに来る度にするナオミのしぐさの全て
は、河合譲治をまた自分に夢中させるために、彼を誘うような又は彼をからかうようなし
ぐさをわざとしている。たとえば、河合譲治のく視練の届く場所へやってきて、後向きに
なって、着物を着替え〉たり（二十四）、く足を鰭のようにくねくねさせ〉たり｛二十四）
、く私がいるとわざと着物を着換えたり、 着換える拍子にずるりと橋枠を滑り落して、
『あら J と云いながら、両手で裸体の肩を隠して隣りの部屋ヘ逃げ込〉んだりする（二十
六）か、最初に彼の興味を引いた自分の西洋人らしいところをわざと出す。河合譲治は最
初は冷淡な態度を取ってくぐるりと彼女に背中を向けて黙って〉（二十四）みるが、やは
りくちょいちょい眼を向付ないではいられ〉｛二十四）ない。そして、日にちが立っと彼
はますますいらいらして、最後はく彼女の足下に身を投げ〉出し（二十七）、く『じゃあ
己を馬鹿にしてくれ、いつかのように己の背中へ乗っかつてくれ、どうしても否ならそれ
だけでもいい！〉（二十七）。というように、完全に彼女の態度に負け、結局は彼女の出
す自分勝手な条件で再び彼女と生活するようになる。
以上、ナオミのしぐさや表情を中心にして『痴人の愛』を調ペてきた。最初はしぐさと
表情の研究が私の狙いだったが、しぐさに関して言えば、その範囲を越えたところもある
と思われる。が、少なくとも行動という大きな範囲の中で自分が必要だと思うものを取り
入れた。
全体を見渡すとナオミは、 『痴人の費』が書かれた時代から見て、西洋の踊りを楽しん
だり平気な顔で男性の友達を作ったりする、時代的にはとても新しい強い女性として描写
されている。古風なしぐさは全然なく、日本女性の独特なしぐさも非常に少ない。逆に女
性らしくないく男のように股を開＞く（十に）というようなしぐさがあり、 それによっ
て、彼女のそれまでの女性と違うところが強調されていることが考えられる。一番多く出
るしぐさはナオミの自のしぐさである。特に、彼女が怒っている時に、言葉を使うより目
のしぐさを使って、河合譲治を鋭く、彼の顔を穴の聞くほど、見る。その他たびたび出る
のは、ナオミの癖であるところの、鼻先の笑い方であり、彼女が河合譲治との関係の中で
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自分の立場が強いと意識していることを指しているだろう。
河合譲治の方のしぐさや表情は、ナオミに比ペて少ない。ぞれはこの作品が彼女のしぐ
さや表情に対しての彼の感じる思いで綴られているからである。ぞれに加えて少しの行動
は本文の中にあるが、それは全体のストーリーとしてナオミに服従していくまでの経緯で
しかない。少ないものの中で一つの例をあげると、彼が四つ道いになってナオミを背中に
乗せて部屋を歩く馬の遊びである。その場面が四回あって、一回目はただの遊びだが、二
回目、三回目は二人で一緒に住むようになったとろの雰囲気を取り戻すためであり、四回
目は彼のナオミへの絶対的な降服を意味するものである固このように彼の行動は、前にも
述べたようにストーリーに付随している。つまり、要約すれば河合譲治はナオミに対して
指導的な強い立場から、従属的な弱い立場へと移行していくのである。以上が河合譲治と
ナオミという主人公二人のしぐさや表情から読み取れる人間像である。
それにしても、 『痴人の愛』の中に出てくる、私が日本人独特のしぐさや表情として受
け取ったものを見てみると、それらの数は非常に少ない。が、ちょこちょこ歩くとか素足
を見せるというしぐさは私から言えば、日本人らしいものに思われる。しかし、その数が
少ないのは、谷崎潤一郎がこの作品でその時代における『新しい女性像j を描こうとした
から・ではないだろうか。近代日本の時代的・社会的な影響は、この『新しい女性像j とい
うものに現われているように私は思われる。
故に、今後の研究の課題として、この『新しい女性像』というものに重点をおき、しぐ
さや表情を通して、谷崎潤一郎の他の作品や、同時代の作家の作品を含めて、考察してい
きたいと，思う。
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